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助成活動名 外国籍および外国についながりのある方の学習・生活等の包括的支援事業 

助成額 ５０万円 

活動内容 

目的 

外国籍および外国についながりのある方の学習・生活等の包括的支援。具体的
には日本語能力の向上や日常生活の困り感などを解決するために、授業日以外
でもサポート体制を整え、支援することを目的とする。 
 

内容 

生徒さん、スタッフさんの双方の時間的な制約がありなかなかアウトリーチを
行うことができない。そこで ICT を活用して、日本語指導についてはできるだ
け学習（指導）頻度を確保したり、日常生活の困り感などを相談したりオンラ
インで行う。 
 

当初の計画
からの変更

点 

助成金の金額の関係で、有償ボランティアでのスタッフの確保はできず、無償ボ
ランティアのスタッフで対応せざるを得なかったために、オンライン指導や相談
などの回数は限定的なものになった。 
 

成果 

オンライン指導や相談などの回数は限定的なものになったが、生徒さんからは
とても好評で、一例をあげると、一時帰国した生徒さんが母国（ネパール）か
ら継続的な日本語指導の依頼や相談が相次いだ。特に母国に帰ると日本語を使
う機会がなく、過去にもせっかく上達していたが帰国時にほとんど日本語を使
用する場面がなく日本語能力の低下を招いたという話があった。また、岡山自
主夜間中学校はマンツーマン指導を中心に必要に応じてグループ学習などを取
り入れているがオンラインでも同じような授業形態を維持しながら生徒さんに
あった指導方法を展開でき生徒さんの満足度を維持しながらオンライン授業が
成立した。 
 

今後の課題
と対応策 

Wi-Fi 環境や機器の不具合などで必ずしも音声や映像が常に安定しているというわけではない
ために指導が難しい場合があった。無償ボランティアゆえに生徒さんからの依頼があってもど
うしてもボランティアスタッフの都合を最優先しなくてはならないために授業回数や相談回数
の確保が難しいことが多々あった。安定的に生徒さんの希望を叶えるためには専従の職員もし
くは無償ボランティアスタッフから有償ボランティアスタッフにするなど経済的な基盤を保障
した取り組みが必要だと強く感じた。また、対面授業と違い、オンライン授業では音声のタイ
ムラグやオンラインだから伝わりにくい細かな生徒さんの口の動きや表情などを読み取ること
に苦労した。ただ、指導者の多くは、だんだんとオンライン授業のコツをつかんでいき、それ
ぞれの生徒さんに寄り添った授業を展開できるようになった。 
 
 



写真の提出 

 
本人の許諾が必要なため報告では許諾が得れたネパールの生徒さんの写真を提供する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 

 
 
 



 
 
 
 
 

 
 

日本語指導の専門家をはじめ日本語指導担当者がオンライン授業を担当 
 

  
時には談笑しながら生徒さんと支援者の生活相談  

 

 


